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1. はじめに

　インクジェット工法によるプリンタブルデバイスの製造
技術開発が進んでいる。一方でそれに合わせた設計は未だ
ドットマトリクス入力によるラスターデータ作成が主流に
なっている。
　図研は創業以来 40年の間，プリント配線板設計用 CAD
を開発してきている。プリント配線板設計用 CADの開発
では図形処理技術を研究し，さまざまな CAD技術を研い
ている。その CAD技術の応用として，上記インクジェッ
ト工法の製造データ設計の効率化を目的として，専用 CAD
を開発している。その開発の背景と CAD技術，活用例に
ついて紹介する 1)。

2. 開発の背景

　プリンタブルデバイスはさまざまな特徴を持ち，市場成
長が期待できる技術である。以下にプリンタブルデバイス
の特徴と期待について述べる。第一に，印刷製造技術とし
て省資源である，出来上がる時間が速い（高速である），設
備が小規模，且つ低電力で済むという特徴から，環境にや
さしいエコプロセスとして期待されている。第二に，デバ

イスそのものの技術として薄い，軽い，壊れない，自由な
形状が可能という特徴から，使う人の利便性を向上し，新
たな市場への創造が可能で商品としての価値も上がるだろ
うと期待されている。
　その一方で実現のためには製造データ設計面の課題も多
い。以下に主な課題を上げる。
2.1	 インクジェット工法での工程別課題

　図 1に，現在の製造データ作成から製造装置までのデー
タ作成フローを示す。
　元データとなるデザイン（ベクター）データの作成工程
は，専用ツールが無い場合，機構系CADで設計されるケー
スが多く，図面から起こしたり，Excelベースで作成される
ケースがある。これらの元データでは電気的なデザイン
ルールチェック (DRC)ができないため，入力ミスが見つけ
られず，手戻りが多くなっている。
　次にラスターデータの編集工程では，高解像度のデータ
の場合，膨大なデータ量になり，市販のペイントツールで
はパフォーマンスが追いつかない。また市販のペイント
ツールは汎用品のため，インクジェット工法向けの専用メ
ニュー／コマンドも存在しない。
　そして装置に渡すためのラスターデータ出力工程では，
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図 1.　インクジェット工法でのデータ作成工程


